


















































極と，もう 1 枚の導電性ガラス板を，電解質溶液を挟んで組み合わせる。  
 光による電荷分離や酸化還元反応を伴うことから“光合成”に例えられたりもする。  
 




(4) 電子は＋極に移動して三ヨウ化物イオン I3-をヨウ化物イオン I-へと還元する。 





















         
 




         
 
(3) ITO 電極板の電気を通す面に，①で作成した二酸化チタン懸濁溶液を絵筆で薄く


















         
 




         
 
(3) ITO 電極板の電気を通す面に，①で作成した二酸化チタン懸濁溶液を絵筆で薄く





           
(4) 二酸化チタンが塗布された ITO電極をドライヤーで乾かす。この際，ドライヤーは
ITO電極に接近させず20 cm以上遠方から風を送って乾燥させること。 





          












を含む PEG 電解質溶液をパスツールピペットで 1～2 滴たらす。(10) 別の ITO
電極板の電気が流れるガラス面に，6B鉛筆の芯を軽くこすりつける。 
(11) (9)と(10)で作成した 2 種類の電極板を，リード線の取り付け部位を残すよう長
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(1)  [Ru(bpy)3]Cl2 (bpy: 2,2’-bipyridyl)：トリス（ビピリジン）ルテニウム(II)錯体は
あらかじめ合成しておいたものを用いる。 
(2) 電解質 KCl（MW: 74.56）：  
(3) 水―アセトニトリル 50%（V/V）溶液 
(4) トリエチルアミン（(CH3CH2)3N） 
(5) リン酸緩衝溶液（pH 7） 
(6) 白金線電極（陽極と陰極をフタに固定） 
(7) 10 ml サンプルびんセル 
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Ru(II)  –  e-  → Ru(III) 
  (Et)3N  –  e-  → (Et)3N• 
    Ru(III)が(Et)3N•で還元されて Ru(II) *（励起状態）を生じる。 
  Ru(II)*  →  Ru(II)  +  h（発光） 
 





























(1) [Ru(bpy)3]ClO4 (bpy: 2,2’-bipyridyl): トリス（ビピリジン）ルテニウム(II)錯体はあ
らかじめ合成しておいたものを微量（橙色水溶液）用いる。 
(2) 10ml サンプルびん 
(3) 脱イオン水 8 ml 
(4) ペルオキソ二硫酸カリウム K2S2O8: 0.2 g 
(5) 塩酸 0.1 mol dm-3: 2 ml 



























Ru(II)  –  e-  → Ru(III) 
  (Et)3N  –  e-  → (Et)3N• 
    Ru(III)が(Et)3N•で還元されて Ru(II) *（励起状態）を生じる。 
  Ru(II)*  →  Ru(II)  +  h（発光） 
 





























(1) [Ru(bpy)3]ClO4 (bpy: 2,2’-bipyridyl): トリス（ビピリジン）ルテニウム(II)錯体はあ
らかじめ合成しておいたものを微量（橙色水溶液）用いる。 
(2) 10ml サンプルびん 
(3) 脱イオン水 8 ml 
(4) ペルオキソ二硫酸カリウム K2S2O8: 0.2 g 
(5) 塩酸 0.1 mol dm-3: 2 ml 








(1) 何故光るのだろうか? 前の実験と比較しながら反応機構を考察しなさい。 
 
 
 
 
 
 
Ⅳ . 金属錯体を用いたエネルギー変換
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